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平成21年度は、3割減栽培に取り組み安心と信頼の米づくりの

裏面もご覧ください。

草丈（㎝） 茎数（本 /坪） 葉令（枚） 葉色（ＳＰＡＤ）
今年度 64.6 1443.4 10.6 36.2
平年値 66.9 1561.8 10.6 33.8
平年比 96.6％ 92.4％ 100.5％ 107.2％

●現在の稲の生育状況　7 月 10 日現在の生育概況（管内）

幼穂が各圃場にて確認が出来始めてきています。皆さんも幼穂の確認を行い、適期の穂肥を
おこない高品質・良食味米の南魚沼米生産に努めましょう。

これからの病害虫対策

カメムシ防除　…カメムシによる斑点米の多発生に注意 !!
　今年も発生地点率が高いことから防除を徹底してください。

散布時期　８月14～17日頃（穂揃い期防除）
散布場所　水田内全面と農道・畦畔に散布してください。

《粉剤》
薬剤名 10ａあたり散布量 散布時期

スミチオン粉剤 ４㎏ 出穂期の７～10日後

スタークル粉剤 ３㎏ 出穂期３日後頃（穂ぞろい期）　　
　　　　　　～出穂期10日後

薬剤名 10ａあたり散布量 散布時期
スタークル粒剤 ３㎏ 出穂期～７日後の間

※スタークル粒剤は、水の出入りを止め、ヒタヒタ水で散布してください。
　２～３日で稲に吸収されます。（水が多いと効果が落ちます。）
※早生品種は２回の薬剤散布で防除を徹底してください。
　（１回目：早生の出穂期５～７日後／２回目：コシヒカリへの防除時期）

《粒剤》

紋枯病
近年発生量は少ないが、前年度多発したほ場では、出穂期10日前から出穂期直前の間に
１回防除してください。

薬剤名 10ａあたり使用量 散布時期
バリダシン粉剤ＤＬ ３～４㎏ 出穂期の10日前ごろ～　　

　　　　　　出穂期直前バリダシン液剤５　 1000倍液150ℓ散布

稲こうじ病
常発地帯は発生しやすいので、１回は防除をしてください。

薬剤名 10ａあたり使用量 散布時期
ラテラ粉剤ＤＬ ３～４㎏ 出穂期15～10日前

農薬散布の注意点
薬剤防除にあたっては、農薬飛散に留意し、対策を十分講じた上で散布しましょう。



「足跡運動」の徹底で、全量一等米を目指しましょう！

ご不明な点等がございましたらＪＡ米穀課 (TEL777－3180) までお問い合わせください。

●募集人員　若干名
●期　　間　平成21年９月中旬～10月初旬

秋の季節労務員を募集します !!

 《カントリーエレベーター》
【勤 務 先】
　六日町カントリーエレベーター（津久野下新田）
　大和カントリーエレベーター（九日町）

【業務内容】
　生籾荷受け業務（カントリーエレベーター）

 《農業倉庫》
【勤 務 先】
　六日町ラック倉庫（津久野下新田）、
　下原倉庫（下原）、浦佐倉庫（浦佐）、
　大崎倉庫（大崎）

【業務内容】
　倉庫での米の積み下ろし業務（男性）
　農産物検査員の補助または事務（女性）

　＊詳しい内容はおたずねください。
【問合せ・申込み先】　JA 魚沼みなみ米穀課（電話 777 ︲3180）

穂ばらみ期（出穂15日前）から出穂・開花期にかけては稲の一生の内で最も
水を必要とします。この時期は特に水分を切らさない管理を心がけましょう。

米穀課からのお知らせ

今後の水管理   　（出穂後 25 日以降までは飽水管理）

・常時の湛水は“根ぐされ”を助長します。出穂後25日までは飽水管理を励行して、水
の更新と酸素の供給により、根の活力を高めましょう。
　（出穂後25日までは確実に籾に養分を供給しています。早期の完全落水は品質・食味
が低下します。）
・高温時は飽水状態（田面を乾かさない）で管理し、夜間に補水するようにしてください。
・異常高温や強風フェーン時には稲体からの急激な水分の蒸散による障害が発生しますの
で速やかにかん水して障害防止に努めましょう。

・水持ちの悪い圃場では、カドミウム吸収抑制対策として、落水期までは常に田面を
乾かさない水管理をこころがけてください。

「足跡運動」の徹底で、全量一等米を目指しましょう！


